
○ 夜間開いている医療機関は、 

     緊急性の高い患者さんを受け入れるための救急医療です。 

○ 夜間に受診しようとする際、 

      平日昼間の時間内にかかりつけ医や近くの診療所 を受診することが 

     できないのか、もう一度考えてみてください。 

夜間の医療機関の適切な利用について 

○ただし、発熱がある方のうち以下の方は夜間でも受診しましょう。 

 ※当てはまらない場合は、翌日朝まで待って受診しましょう。 

 
  ・のどの痛みが強く、水が飲めない 
  ・咳がつらくて、夜眠れないほどである 
  ・歩くと息が苦しくて休む必要がある。 
  ・寒気でぶるぶる震えてしまい、歯の根がガチガチした。 
  ・体の一部がとても痛い 
  ・がん、重い糖尿病、免疫抑制剤内服中、透析を受けている方 
 

 ○やまなし医療ネット内の【救急車の要請が必要ですか？】をクリックすると 
   夜間に医療機関受診が必要かどうかの判断のお手伝いをしてくれます。 
  インターネット検索画面から「山梨医療ネット」と検索してみてください。 


